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J76a Crabパルサーの巨大電波パルスと硬X線パルスとの相関の検証
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Crabパルサーの電波領域では、通常強度の数千倍以上にも達する巨大電波パルス (Giant Radio Pulse,GRP)
が数秒～数分に 1回観測される。その発見以後、GRPの発生機構についての多くの研究がなされてきたが、未だ
一致した見解は得られていない。一方、普通のパルス放射において、電波は coherentな過程で放たれているのに
対し、可視光/X 線/ガンマ線の放射は incoherentなもので、両者の放射機構は異なっていると考えられてきた。
その考えに沿って、GRPは電波特有の現象で、他の波長域では対応する現象は見られないとされていたが、可視
光パルスがGRPと同期して平均 3%の増光を示すことが報告された (Shearer et al., 2003)。その後、X 線～γ線
領域において、GRP と同期したパルス増光の有無を確かめるべく同時観測が行われてきたが、増光の上限が得ら
れたのみで、結論はだされていない。
そこで我々は、2010-2011に実施された 3回のすざく衛星の Crab較正観測に合わせ、NICT鹿島 34mパラボ

ラおよび JAXA臼田 64mパラボラによる同時電波観測を行い、15-75keVの硬X線放射と 1.4GHz帯のGRPと
の相関の有無を調べた。その結果、硬X線パルスに、GRPと同期した 2.7σの増光の兆候を得た。本講演ではそ
の解析結果の詳細について述べるとともに、結果から示唆されるパルサーからの放射の性質について議論する。


